
a  日 本短 角種 の増体 と肉質 よりみ た と殺適期 について

1・背景 と特徴

日本短角種は黒毛和種と比べ婚体は良いが、肉質は大型化してもあまり期待できず、と殺適

期が特に重要であり、 この時期は、増体が落 ちこむ前てあり、ギた袴付が 「申」夕上を得る

肉質の時点と考え られます。そこで、この両方のかねあいよりと殺適期を見出そ うとする。

2 技 術の内容 (参考 )

(1)増 体の効率からのと殺適期は体重 600駒 位である。

(2)肉 質からでは、体重 600峰 であれば、格付で掛掛rそ 「中」力iえられるし、また月令で

は脂肪交雑と含有率で23ケ 月令が 「中」ランタであり、含有率からみると21ク 月令でも

可台旨であつた。この問者の相関の高いことからみて、この場合は含有率から判断 してもよい

と思われる。 (含有率 =ロ ス芯の脂肪含有率 ) ・ ! ‐

(3)ま た、体重 600降 以上では赤肉量の増加はあなり期待でとない。

(4)以 上のこととり、と殺適期は体重ては600降 、月令では ?3ヶ 月令では、体重にとらわ

れずと殺適期であり
:、

21月 令でも、体重が 600駒 位であれば適期といたよう志

a 普 及上の留意点

(1)肉 質は血統からも左右される。

4 試 験成績の概要

(1)試 験課題名  肉 用牛の岩手型肥育技術確立試験

(2)試 験年次及び場所

昭和48年 ～35年    岩 手畜試 肉 牛部

(3)試 験方法  日 本短角種去勢牛 36頭 を 700Kへ 656し 、 600降 の目標体重に分け、

さらに各々キユープ区、サイレージ区に分け肥育した。

(4)試 験結果                  ―              t

①増体をみると体重450降 より鈍化 してくるが、通算では体重 600峰 までは D.Gで        ヽ

Q97し であり、かおよそ 1.0駒であつた。

②飼料要求率では、体重 450浄 より高くなる傾向がみられ、特に600峰 以降は非常に高      '

くなつた。通算では1彩増体に要したT・D.N量 は600K7ま でで 70し てあつた。  |

③湊厚飼料摂取豊では、体重550X夕 (増体量310浄 )までの量と、550聯 から700

降までの量はほほ同量であり、また600降 までの1昨増体に要した濃厚飼料量は&8均

600K″ 以降になると120町 と2倍以上が摂取された。

④体:重と被 内歩留、脂肪含有率は高い正の相関がえられ脂肪変雑とも正の相関であつたo

また 日令と肉質の関係もほほ同様の傾向である。体重600町 以上になると脂筋変雑は
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Q8酵 以上、脂肪含右率は 94%以 上で格付に合わせると 「中」以上であり、 550降 以

下では交雑 は6台、含有率 6%台 と低かつた。次に月令で、 23ケ 月以上になると交雑は

Q89以 上であり、 21ヶ 月今以上で脂防含有率は 豊1%以 上をえた。 '

⑤体重 600降 以上の枝肉分害けで体重と赤肉量では相関がみられず、体重と脂防急 脂肪割

合では高い正の相関がみられ、体重 と赤肉害J合では負の相関がえられた。日令との関係も

ほほ同様であつた。    |

(5)主 要成果の具体的データ
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表 1 俊 厚飼料摂取最

体重

区

2 4 3 ～

550K字

5 5 0 ～

6 0 0 降

6 0 0 ～

6  5  0 K β

6 5 0 ～

7 0 0 降

5 5 0 ～

7 0 0 降
合 計

キ ユ ー プ 1 7 7 8 降 420 572 650 1642 3420

サイレージ 1571、 400 610 571 1581 3152

合徳 1674,5 410 591 6105 161■ 5 3286

1浄増体 当

C ・  F
&45 82 1■ 8 122 l Q7 719

… 1 9 + ‐
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表 2 体重、日令と肉質の相関

//3286

′
メ1612

700X,

日
△
コ 枝 肉 歩 留 脂 防 交 雑 脂 防 含 有

体 重 Q719米 栄米 Q667米 米栄 t12 7 5米 8443業 家栄

日 令 Q638米 栄来 Q268米 Q399栄 米米

変 雑
|

|
0 7 3 4 栄 求‐キ
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体

　

重

頭

　

数

枝 肉 歩 留 脂 肪 変 雑 月旨 1 防含 有 率

平  均 偏 差 C V 平 均 1 偏 差 C  V 平 均 偏  差 C  V

750K? 5 6&1土 L21% 1.9% 1.16+l143 369% 1189キモ■68" 1&4″

700 64.9■ 1.27 20 1.11+Q56 5Q4 l  Q 7 + 2 1 4 199

64.Q+1,48 23 ・ Q81+Q37 452 94土 L51 160

600 24 623± 1.40 22 Q97+Q47 483 104± la0 0 2&9

6 ■`8+L38 22 a6ュ 十Q29 4宅 2 68tL67 245

6■ 0+■ 12 1.8 l163+Q34 541 61土 L79 281

表3 と 殺体モ別の内質

長 5 体 重、 日令と枝肉分割の相関 (体 重 600時 以上 )

CV… 変動係数

表4 と 殺月令別の肉質   .

月

　

令

頭

　

数

被 肉 歩 留 指 肪 夜 雑 脂 肪 含 有 率

平 均 偏 差 C  V 平 均 1 偏差 C V 平 均 偏 差 C  V

27ケ月 64・9+1.81% 20% Q89+Q43 479% a6± 1.97% 2Q6%

25 64.3+■ 21 19 1.05+l155 524 l Q9+Z66 24,5

23 21 623土 L33 2 1 Q89+Q41 4&6 豊5+233 245

21 6 6■ 0キ‐1.26 21 Q65+は 32 4a4 al+ユ 32 364

6 1.4+1.2 1 20 Q67+Q34 5■ 2‐ 64■ 1.89 295

赤 肉 量 脂 肪 量 赤 肉 率 脂 防 率

体  重 d395nos Q902米 栄 一 Q823,(米 Q840キ 米

日  令 8762n・ 8 Q317栄 米 一Q686米 Q780栄 米

一 凱 ―
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表6 大 型体重の枝内分割

体  重 頭 教 赤   肉
ヒ
日 防 ′

腎 計

600K, 4
笑 最 8&4駒 54.9 224 1627

害」 含 525% 3&7 1&8

650 4
実 量 8&4 7Q4 2&5 1 8 玉 3

害け 含 481 41.2 127

700 2
実 量 886 8 αl 24.4 1 9 4 1

寄け 合 462 41.3 126

賢島旨は除いてる。

付表 1  日 令と増体の関係

7夕 月令で 200降 とすると

19ケ 月令-600降 には D.CLll降

21夕 月令-600‐ k7    D.G Q97峰  (当 調験の場合 )

23ケ 月令-600時     D.0083降

(6)残 された問題点             1!

枝肉市況とのかねあム                            i

& 参 考資料

当試験以外に問接検定17頭 、山地育成牛の産肉性 19頭 、大規模若令肥育 2頭 の短角種の      ‐

と殺成績

日本 短 角種 の直接 検定

L 背 景と特徴

日本短角程の種雄候補牛を集合検定しているのでその検定成総を紹介する。

2 技 術の内容

(1)体 型的には山耕の子または孫が揃つており資質、均称で優れていた。

(2)検 定湖間のD.eは Q96均 であり1降を超えたものは 6頭だけてあつたが終了時体重と

日令より生時からのD.Cを 推察してみると1均以上のものは 12頭 ほどである。

(3)絡 合判定で 「中十」以上が10頭 であり、この10頭 の積極的利用が望まれる。

a 普 及上の留意点 (指導上 )

(1)日 令体重を結合判定要素の1つ にしたのは入場時までの発育状況を加味するため

4.試 験成績の概要

(1)試 験謀題名 日 本短角種のた肉能力検定直接法

(2)試 験年次及び場所  H宮 和45～    岩 手畜試
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